
 

 

はだのスポーツビレッジ基本計画(案)に対するパブリック・コメ 

ントの実施結果について 

 

１ 意見募集期間 

  令和６年１２月２７日（金）から令和７年１月２７日（月）まで 

２ 意見募集の周知方法 

  市ホームページ及び市公式ＬＩＮＥ 

３ 公表方法 

 (1) 市ホームページへの掲載 

 (2) 公民館、図書館及び駅連絡所における閲覧 

 (3) 本庁舎行政情報閲覧コーナーにおける閲覧 

 (4) スポーツ推進課（担当課等）における閲覧 

４ 意見提出方法 

  郵送、ＦＡＸ、電子メール、電子申請及び持参の方法による 

５ 提出された意見の内容及びその取扱い等 

内容分類 
件

数 

意見等への対応区分（※） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

はじめに ２ ２     

１ スポーツビレッジ整備に向けた基本的 

な考え方 
39 10 １ ５  23 

２ スポーツビレッジ整備計画 23 ４    19 

３ スポーツビレッジ運営基本計画 ８     ８ 

４ 今後のスケジュール ２  １   １ 

５ 参考資料 ４     ４ 

その他全般 18 ３ ２ １ ２ 10 

計 96 19 ４ ６ ２ 65 

※ 意見等への対応区分 

     Ａ：意見等の趣旨等を基本計画に反映したもの 

     Ｂ：意見等の趣旨等は既に基本計画に反映されていると考えるもの 

     Ｃ：今後の取組みにおいて参考とさせていただくもの 

     Ｄ：基本計画に反映できないもの 

     Ｅ：その他（感想、質問等）  



№ 該当箇所 御意見・提案等の概要 区分 御意見等に対する考え方

1
はじめに
(P1)

「秦野２０３０プラン」ではなく、正確には「はだの２０３０
プラン」である。

A 御意見のとおり修正しました。

2
はじめに
(P1)

「秦野市渋沢丘陵利活用方針」ではなく、正確には「渋沢丘陵
利活用方針」である。

A 御意見のとおり修正しました。

3

１スポーツビ
レッジ整備に
向けた基本的
な考え方
(P2)

「スポーツビレッジ整備に向けた基本的な考え方」とあるが、
「スポーツビレッジ」と「はだのスポーツビレッジ」は別物
か。

A 御意見を踏まえ、表記を統一しました。

4

１スポーツビ
レッジ整備に
向けた基本的
な考え方
(P2)

基本的な考え方を整理するにあたって、湘南ベルマーレスポー
ツクラブ以外の関係スポーツ企業や１市３町内のスポーツ関係
団体、関係クラブとの意見交換の実施の有無やその内容はどの
ようか。

E
市内競技団体と普及の拠点とすることについ
て、共有しており、今後も連携を図っていきま
す。

5

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

渋沢丘陵一帯の具体的な位置も含めて、はだのスポーツビレッ
ジや展望の優れた場所、観光農園、健康やスポーツの拠点が一
目で分かる位置図を掲載するべき。

C
周辺に点在する地域資源の一部の例示であるた
め、今後の参考とさせていただきます。

6

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

この地域には、従前から展望の優れた場所、観光農園、また、
健康やスポーツの拠点が点在し、ということですが、具体的に
どのようなものがあるか示していただきたい。

E
はだのスポーツビレッジ構想において、一部例
示しています。

「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

1
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「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

7

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

「渋沢丘陵に関する取組について」と称されているが、本文の
最後が「・・・関連計画等と連携を図ることとしています。」
と、はだのスポーツビレッジ基本計画案に関する文言が本文の
結びになっているため、改めて文章内容を整理するべき。

B
渋沢丘陵利活用方針において、他の関連計画な
どと連携し、整合性を図りながら進めることと
しています。

8

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

渋沢丘陵利活用方針の策定コンセプトを、本計画案のコンセプ
トにもするように記載されているが、渋沢丘陵利活用方針が策
定されてから３年が経過している今、本方針の中間評価を確認
するべきではないか。「渋沢丘陵の地勢について」の本文に記
載されているが、渋沢丘陵利活用方針が定められているにも関
わらず、連携が不十分でポテンシャルが未発揮との事であり殆
ど進捗していない中で、本方針などと本計画案との連携をどの
ように進めるのか。

E

渋沢丘陵利活用方針は、本市域内を対象とし、
また、令和１２年までを方針期間としており、
掲げられている５つの基本的な方針に変更はあ
りません。はだのスポーツビレッジ基本計画案
は渋沢丘陵利活用方針の目指す方向性と合致し
ており、引き続き連携を図りながら進めてまい
ります。

9

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

前述の通り、策定されてから３年が経過しているにも関わら
ず、連携が不十分でポテンシャルが未発揮の現状を迎えている
渋沢丘陵利活用方針のコンセプトを、本計画案のコンセプトと
して掲げる事に問題はないのか。

E

渋沢丘陵利活用方針は、本市域内を対象とし、
また、令和１２年までを方針期間としており、
掲げられている５つの基本的な方針に変更はあ
りません。はだのスポーツビレッジ基本計画案
は渋沢丘陵利活用方針の目指す方向性と合致し
ており、引き続き連携を図りながら進めてまい
ります。

10

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

ページ下の関連計画集約図に、本計画の位置づけを記載するべ
き。また、関連計画等は、記載されている計画以外（秦野市公
共施設再配置計画など）にも複数あるので、漏れなく記載する
べき。

A 御意見を参考に修正しました。

2
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「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

11

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

「渋沢丘陵一帯は、秦野市、中井町、大井町及び松田町の１市
３町の境界にある」とあるが、3町とのスポーツ推進計画と本基
本計画の整合性は図られているのか。湘南ベルマーレスポーツ
クラブが構想している計画などがあれば明示すべきではない
か。また、本来であれば１市３町からのアイデアを具現化する
ために湘南ベルマーレスポーツクラブへ協力を求めるという形
が筋であると考えるが、本基本計画を推進する主体は「秦野
市」「湘南ベルマーレスポーツクラブ」のどちらなのか市民に
は理解しがたいと思われるがどうか。

E

１市３町広域行政推進協議会で情報共有を図る
とともに、大会の開催や教室事業、スポーツ
ツーリズムの取組みなど、必要に応じて個別の
事業で連携を進めていきます。
また、基本計画の推進については、公民連携に
より進めていきます。

12

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

隣接地に栃窪スポーツ広場があるが、この地域にスポーツ施設
を集中させる理由や活用の棲み分けについて説明が必要と考え
るがどうか。

E

スポーツ広場はスポーツ施設を補完する目的
で、市有地等を臨時的に活用した施設です。栃
窪スポーツ広場は、将来的には、はだのスポー
ツビレッジのサブグラウンドとしての活用可能
性も検討していきます。

13

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

近隣にはバブル時代に市が購入した高額な傾斜地もある事とも
関係があるのか。

E 特に関係はありません。

14

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P2)

渋沢丘陵一体の開発計画がない中で本計画を進めることは、理
にかなった手順とは言えないと考えるがどうか。

E

湘南ベルマーレスポーツクラブから申し出が
あったこの機会をチャンスと捉え、渋沢丘陵利
活用方針と整合を図りながら、進めていきま
す。

3
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「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

15

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P3)

「ファームビレッジ湘南中井オリーブ園」や「ベルマーレアドベン
チャーヒルズ（ＭＴＢコース）」がどこに位置しているのか分からな
い。

A 御意見を参考に修正しました。

16

１(2)渋沢丘
陵一帯の活性
化いおける広
域・公民連携
の重要性につ
いて (P3)

１市３町の連携を更に深める必要がある認識を持っている中
で、はだのスポーツビレッジの整備に関する１市３町の連携は
どのようか。

E
渋沢丘陵一帯の活性化につながる施設として、
３町には意見交換の場において、情報共有を
行っています。

17

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P3)

中井町等でのオリーブ園は10年以上栽培をされているようだが
ベルマーレアドベンチャーヒルズの取り組みのノウハウはそれ
には及ばないと考える。年間の利用者見込みの算定はどのよう
か。

E
ベルマーレアドベンチャーヒルズは渋沢丘陵で
事業を行っている拠点として例示をしたもので
す。

18

１(1)渋沢丘
陵を取り巻く
現状について
(P3)

民間の取り組みは理解しているが『秦野市』としてスポーツサ
イクルはもちろん自転車に関しての『計画』が無いので公金を
投じることに違和感がある。かつてのサイクルシティ『構想』
から即実行は今後のPDCAサイクルのテーブルに乗せられないと
思うがどうか。

E

サイクルシティ構想については、交通体系の一
環として検討を進めているところであり、ス
ポーツとしての普及とは視点が異なるものと考
えます。

19

１(2)渋沢丘
陵一帯の活性
化いおける広
域・公民連携
の重要性につ
いて (P3)

「ポテンシャルが発揮されていない状況」や「市町が分かれて
いること」を課題にあげている。課題解決のためには、指摘さ
れるように近隣自治体との包括的な連携することは不可避だと
思う。ではどのよう連携を視野にいれているのか。その具体の
計画はどのようか。

E
１市３町広域行政推進協議会での情報共有のほ
か、指定管理者による他施設との連携を図る考
えです。

4
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「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

20

１(3)プロス
ポーツの活
用・プロチー
ムとの連携の
重要性につい
て (P4)

湘南ベルマーレによるプロスポーツの持つ力を、今後減少して
いく子供だけでなく今後増えていく高齢者にも提供して、秦野
市のスポーツや健康の施策に繋げてほしい。

E
プロスポーツの持つ力を活用して、全ての世代
があらゆる立場からスポーツに関わり、健康増
進につながるよう取組みを推進していきます。

21

１(3)プロス
ポーツの活
用・プロチー
ムとの連携の
重要性につい
て (P4)

「多くの自治体が取り組んでいる課題」とあるが、課題は取り
組むものではなく解決するものなので、日本語を修正してほし
い。

A 御意見のとおり修正しました。

22

１(3)プロス
ポーツの活
用・プロチー
ムとの連携の
重要性につい
て (P4)

「今回、湘南ベルマーレスポーツクラブ側からの申し出による
はだのスポーツビレッジの整備により、活動拠点といえる施設
が整備されることになり、本市との結びつきは飛躍的に強化さ
れます。ユース等の子どもたちの育成拠点として位置付けられ
れば、本市の子ども・若者へ湘南ベルマーレの持つ力を直接的
に提供できる場となります。」とあるが、ユースやジュニア
ユースに入団するには厳しいセレクションに合格せねばなら
ず、これまでの歴史を振り返っても育成拠点として位置づけら
れたとしても恩恵をそれほど受けないのではないかと思われる
が、本市の子どもたちへの優遇措置などは講じられるのか。

E

今後、湘南ベルマーレスポーツクラブと秦野市
サッカー協会や教育委員会との意見交換の場を
設け、本市の子どもを対象とした教室事業の展
開を図っていきたいと考えています。

5
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「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

23

１(3)プロス
ポーツの活
用・プロチー
ムとの連携の
重要性につい
て (P4)

これまで取り交わされた「包括連携協定書」や「基本合意」で
は、抽象的に「スポーツを通じて元気で健康な地域づくり」
「地域活性化を図るための拠点施設づくり」を定めているが、
市民向けの具体のプログラムや計画が義務づけられていない。
せめて「「はだのスポーツビレッジの整備に向けた協定
（案）」には、本市としての詳細な公共サービスが担保される
ように改めるべきだと思うがどのようか。

C
今後、指定管理者の指定を行う手続きの中で協
議を行います。

24

１(3)プロス
ポーツの活
用・プロチー
ムとの連携の
重要性につい
て (P4)

ユースの育成拠点として位置づけられれば、結果として秦野の
子どもたちが使えないということにはならないか。

E

ユースの練習については、平日の夕方に３日程
度実施する予定と聞いていますので、充分に使
用できるものと考えています。加えて、今後、
湘南ベルマーレスポーツクラブによる教室事業
の実施も検討していきます。

25

１(3)プロス
ポーツの活
用・プロチー
ムとの連携の
重要性につい
て (P5)

湘南ベルマーレとの結び付きが飛躍的に強化されることで、秦
野市に齎される効果は、子供や若者のみか。

E
プロスポーツの持つ力を活用して、全ての世代
があらゆる立場からスポーツに関わり、健康増
進につながるよう取組みを推進していきます。

26

１(3)プロス
ポーツの活
用・プロチー
ムとの連携の
重要性につい
て (P5)

現時点で、ユース等の子供達への育成拠点として位置づけられ
る事は、未決定なのか。未決定であるならば、子供や若者へ湘
南ベルマーレの持つ力を直接的に提供できる場に確実になると
は言い切れないということか。

E
ユース等の育成拠点とされることを基軸に検討
しています。

6
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「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

27

１(4)スポー
ツビレッジ整
備に向けた基
本的な考え方
について
(P5)

２ページの冒頭タイトル名と５ページの（４）の項目名が全く
同じであり、内容の理解がしづらい。１番の全体がスポーツビ
レッジ整備に向けた基本的な考え方ではないのか。

A 御意見を参考に修正しました。

28

１(4)スポー
ツビレッジ整
備に向けた基
本的な考え方
について
(P6)

はだのスポーツビレッジについては、１市３町の広域的な施設
になるため、例えば、災害時の広域避難場所や広域物流拠点に
も位置づけられないのか。

E
今後、施設運営を検討する中で関係部局と協議
を行っていきます。

29

１(4)スポー
ツビレッジ整
備に向けた基
本的な考え方
について
(P6)

秦野市総合計画の西地区のまちづくり計画において、渋沢丘陵
周辺の急傾斜地を問題視しており、土砂災害への対策の必要性
について記載されている。はだのスポーツビレッジの整備にあ
たって土砂災害対策はどのように考えているか。

E
土砂災害警戒区域内に人が常駐する建築物を建
設しないなど、関係機関とは協議を行っていま
す。

30

１(4)スポー
ツビレッジ整
備に向けた基
本的な考え方
について
(P6)

「公民連携手法の活用及び民間活力の導入による整備・運営と
し、市民をはじめ多くの人が集い、交流し、楽しめる施設とし
ます。」とあるが、整備されるのはサッカー場・パークゴルフ
場・マウンテンバイクエリアとなっており、限られた人たちに
よる利用しかできないのではないかと危惧するが、気軽に市民
が訪れることができるような場所にするためのコンテンツなど
があれば明示してほしい。

C

パークゴルフ場エリア及びＭＴＢコースエリア
は、初めての方が気軽にできるように、必要な
用具の貸出しをするとともに、講習会の開催や
パークゴルフ・ＭＴＢ以外の柔軟な活用ができ
るよう、更なる協議、検討を進めていきます。

7
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「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

31
１(5)整備予
定地について
(P6-7)

そもそも、はだのスポーツビレッジをなでしこ運動広場にした
らどうか。協定書や基本合意に３町の長がない事から、特段３
町を気にする必要もない中で、なでしこ運動広場は今回の整備
予定地よりも、湘南ベルマーレのメインホームタウンの平塚市
からすぐの距離で、目の前には幹線道路があり、小田急線の秦
野駅やバス停からも近いのに、何故今回の場所にしたのか理解
できない。

E
なでしこ運動広場は下水道施設用地であること
から、現状としては、これ以上の活用が図れる
環境にないと考えています。

32
１(5)整備予
定地について
(P6-7)

今回の整備予定地は湘南ベルマーレスポーツクラブ側から提案
があった土地であることは承知しているが、非常に道幅も狭く
交通アクセスが悪い所に位置することもあり、246バイパスなど
の整備が不透明な中で適地なのか甚だ疑問である。短大部の閉
鎖が決まっている上智大学の広大な敷地やなでしこ広場及び周
辺エリアの活用を考える必要もあるのではないかと考えるがど
うか。

E

上智大学短期大学部の敷地は大学側の考えもあ
り、また、なでしこ運動広場は下水道施設用地
であることから、現状としては活用が図れる環
境にないものと考えています。

33
１(5)整備予
定地について
(P6-7)

なでしこ広場周辺の土地所有者数名は（本計画と同じ農業振興
地域）は本市の計画がなでしこ公園に来ることを歓迎する旨の
発言を地域計画の会議の場でも発言されております、アクセス
も良く小田急線からよく見える目立つ場所でスポーツ振興が本
市や事業者にとっても望ましいと考えるがどうか。

E
なでしこ運動広場は下水道施設用地であること
から、現状としては、これ以上の活用が図れる
環境にないと考えています。

34
１(5)整備予
定地について
(P6-7)

この計画が可決された場合、今後の20年で地権者からいただい
た寄付金額を上回る予算が道路や大規模修繕等でかかることも
考えられる。つまり南地区や渋沢地区からの道路等のインフラ
整備は不可避である。想定内として当初以上の予算がかさむと
思うが具体のプランはあるのか。

E
御意見のようなプランはありませんが、いただ
いた御意見は、所管課に共有します。
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№ 該当箇所 御意見・提案等の概要 区分 御意見等に対する考え方

「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

35
１(5)整備予
定地について
(P7)

「渋沢ＩＣ周辺地図」とあるが、正確には「（仮称）渋沢ＩＣ
周辺地図」である。

A
「はだのスポーツビレッジ周辺地図」に修正し
ました。

36
１(5)整備予
定地について
(P7)

「渋沢ＩＣ周辺地図」とあるが、「はだのスポーツビレッジ周
辺地図」の方が分かりやすい。

A 御意見のとおり修正しました。

37
１(5)整備予
定地について
(P7)

地図に記載されている厚木秦野道路や（仮称）渋沢ＩＣ整備予
定地が見えづらい。

A 御意見を参考に修正しました。

38
１(5)整備予
定地について
(P7)

厚木秦野道路は計画とされている一方で、（仮称）渋沢ＩＣは
整備予定地とされているが、この違いは何か。

A 御意見を参考に修正しました。

39
１(5)整備予
定地について
(P7)

R246バイパスが今後整備される中で、栃窪スポーツ広場と横断
的に使用できるよう、橋をかけてもらうなど、県に対して要望
をしてほしい。

C 要望について、検討していきます。

40
１(5)整備予
定地について
(P7)

厚木秦野道路の整備に合わせ、栃窪・小原の生活環境が整備さ
れるよう、国に対して要望してほしい。

C 要望について、検討していきます。

9



№ 該当箇所 御意見・提案等の概要 区分 御意見等に対する考え方
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41
１(5)整備予
定地について
(P7)

基本計画の７ページに渋沢ＩＣ周辺地図が掲載されているが、
ビレッジの位置づけとＲ２４６バイパスの関連性がわかりにく
い。

A
御意見を踏まえ、将来的にアクセス性の向上が
見込まれる旨を追記しました。

42
２(1)基本施
設について
(P8)

基本計画の設定にあたっては、地域住民や関係者等へのアン
ケートを行ったのか。

E
はだのスポーツビレッジ基本計画案の策定前に
地域住民や周辺地権者、その他関係団体との意
見交換を行っています。

43
２(2)主な施
設機能 (P8)

パークゴルフについて、計画上９ホールとのことだが、将来的
に１８ホールを目指していくという考えはあるか。

E

整備予定地内の状況を鑑み、現時点では９ホー
ルが限度であると考えています。引き続き、
パークゴルフを気軽に楽しめる環境を醸成し、
その普及に努めていく中で、関係団体等の意見
も聴きながら、１８ホールについて検討してい
きます。

44
２(2)主な施
設機能 (P8)

パークゴルフについて、普及の拠点となっているが、中上級者
のことを鑑みて、１コースにカップを２つ設置するなどの工夫
により、１８ホール設定することはできないか。

E
パークゴルフ場の運営に携わっている方からも
意見を聴きながら進めていきます。

45
２(2)主な施
設機能 (P8)

天然芝多目的グラウンドはサッカーコート１面分となっている
が、サッカー以外のスポーツでの使用も視野にあるのか。

E 今後検討を進めていく考えでいます。

46
２(2)主な施
設機能 (P8)

天然芝は管理がとても難しいため、利用できない期間が多いと
いうことにならないか。

E
天然芝の管理については、民間側に多くの実績
があるため、適切な管理、運用がされるものと
考えています。

10
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47
２(2)主な施
設機能 (P8)

ビレッジ付近にベルマーレアドベンチャーヒルズがあるのであ
れば、ＭＴＢコースエリアを設ける必要があるのか。

E

将来的にベルマーレアドベンチャーヒルズで展
開されているコースを延伸し、ビレッジのＭＴ
Ｂコースとつなげることで、渋沢丘陵全体を楽
しめるコースも検討しています。

48
２(2)主な施
設機能 (P9)

「１階平屋建てで、事務室、ロッカールーム、ミーティング
ルーム、トイレ等を整備し、屋上部分にはグラウンドを見渡せ
るスペースを用意」とあるが、サッカー、パークゴルフ、マウ
ンテンバイクの利用者が共用し同居できるスペースだとお考え
か。

E
他の市町の施設も参考としており、充分な機能
があると考えています。

49
２(2)主な施
設機能 (P9)

「利用者数も踏まえ、約４０台分の駐車場を整備します」とあ
るが、台数があまりにも少な過ぎる。本市の立野緑地付近で開
催されるサッカー大会などでは相当の駐車台数である。近隣に
借りられる所があるようだが、その駐車場の貸借関係はどのよ
うになるのか。

E
今後、指定管理者と駐車スペースを持つ地権者
間にて、協議を行っていただきます。

50
２(2)主な施
設機能 (P9)

駐車場について、約40台となっているが、少ないのではない
か。

E
施設利用人数の想定から約40台としましたが、
周辺の民間駐車場も利用が可能であるため、状
況に応じて対応していく考えです。

51
２(2)主な施
設機能 (P9)

駐車場約４０台は少ないと感じるが、不足しないのか。 E
施設利用人数の想定から約40台としましたが、
周辺の民間駐車場も利用が可能であるため、状
況に応じて対応していく考えです。
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52

２(3)はだの
スポーツビ
レッジ施設配
置イメージ
(P9)

市道平沢１号線からはだのスポーツビレッジ敷地までの進入路
の整備は必要ないのか。また、進入路はどのような規格のもの
をどこからどこにイメージしているのか。

E

はだのスポーツビレッジの周辺インフラ整備と
して、令和７年度に市が道路拡幅工事を実施す
る予定です。秦野老人保健施設みかんとはだの
スポーツビレッジのＭＴＢコースエリアの間の
道路を幅６ｍの道路に拡幅します。

53

２(3)はだの
スポーツビ
レッジ施設配
置イメージ
(P9)

本イメージによると「秦野老人保健施設みかん」と隣接する
が、ナイター照明や騒音に対する課題、更には当該施設との連
携などについて十分な話し合いが行われているのか。

E

施設側とは意見交換を行っており、スポーツビ
レッジに期待する声もいただいています。今
後、運営の詳細を検討する中で、連携の可能性
も模索していきたいと考えています。

54
２(4)平面図
等 (P10)

「平面図等」とあるが、「等」は何を指しているのか。 A 誤植のため、削除します。

55
２(4)平面図
等 (P10)

平面図の茶色は何を、緑は何を示しているのか。 E 茶色は施設内通路、緑は緑地を表しています。

56
２(5)管理棟
イメージ
(P10)

「管理棟イメージ」で、それぞれの図は何階のどこを示してい
るのか。また、右下の文字が小さ過ぎて読めない。

A
１階平屋建てを予定しています。右下の文字は
誤植のため、削除します。

57
２(6)整備手
法について
(P11)

負担付き寄附の手法で、秦野市に寄附されるはだのスポーツビ
レッジの関連施設について、寄附後の維持管理は秦野市で担う
事になるのか。もし、寄附後の維持管理を秦野市で担う場合
は、概ねの試算を行っているのか。

E
寄附後の維持管理については、指定管理者によ
る運営とし、基本的には、市のランニングコス
トが生じない運営を行う考えです。

58
２(6)整備手
法について
(P11)

事業区域外の整備として、進入路の整備や上水道配水管の延長
等とあるが、まず「等」として他にどのようなものがあるの
か。また、それらに関する概ねの試算を行っているのか。

A
等は誤植のため、削除します。
また、事業区域外の整備費用として、概ね7千
万円と試算しています。
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59
２(6)整備手
法について
(P11)

「事業区域外の整備については本市が事業を施行する」とある
が、アクセス道路は相互通行が難しい場所もあると思うがイン
フラ整備の負担が大きいと考えるがどうか。

E
開発手続上必要となる当該地から市道平沢１号
線までの、約１１０ｍの拡幅を行うものです。
広域のアクセス道路までは想定していません。

60
２(6)整備手
法について
(P11)

市が行う周辺インフラ整備は、何を行い、どの程度の予算を計
上しているのか。

E

市は、はだのスポーツビレッジの開発上必要な
事業区域外の整備として、市道１号線から施設
までの道路の拡幅及び配水管の敷設を行い、総
事業費として、概ね7千万円と試算していま
す。

61
２(6)整備手
法について
(P12)

縦向きだと見えづらい。 A 御意見を参考に修正しました。

62
２(6)整備手
法について
(P12)

最終的には、湘南ベルマーレスポーツクラブ他に施設の運営を
指定管理させるスキームになっているが、もし、将来的に湘南
ベルマーレスポーツクラブ他が事業撤退してしまい、指定管理
自体が継続出来なくなった場合は、どのような事態を想定して
いるのか。

E

仮定の話で、その状況により異なりますが、一
般的には、指定管理者として管理運営を行いま
すので、他の指定管理施設と同様に対応するこ
とになると考えます。

63
２(6)整備手
法について
(P12)

土地所有者からの土地の寄附は、無償で寄付されるものか。 E 土地は無償で寄附されます。
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64
２(6)整備手
法について
(P12)

詳細の説明がない。他市の事例だけでは市民は理解できないと
思うので詳細の説明が必要と考える。つまり「P16　４ 今後の
スケジュール」には「基本計画策定に合わせて、はだのスポー
ツビレッジの整備に向けた協定を締結し、開発に係る調整等を
進めるとともに、負担付きの寄附の受領に係る議案を秦野市議
会に上程します」あるが、秦野市議会に上程する理由として
「負担付きの寄附の受領」に至った経緯の説明、および、P19
（ビレッジの整備等）の協定案にある負担付き寄付の定義およ
び寄附を受ける物件の面積など、負担の具体の内容、寄付の条
件、寄付物件の運用の仕方などは議会と並行して市民にも説明
すべきであると思うがどのようか。

E

まずは、市議会に対して、議案の審議を通じて
議会に対して説明を行う予定です。市民に対し
ては、はだのスポーツビレッジの運用面に係る
協議、検討の状況を踏まえ、周知を図っていき
ます。

65
３(2)運営主
体 (P13)

「湘南ベルマーレスポーツクラブ又はその関連団体が運営の主
体となります。」とあるが、プロスポーツクラブの運営には
様々な苦労があり消滅という歴史もある。もしも、湘南ベル
マーレスポーツクラブやその関連団体が運営できなくなった際
には、どのように本市が運営していく予定なのか具体案があれ
ば明示されたい。

E
一般的には、指定管理者として管理運営を行い
ますので、他の指定管理施設と同様に対応する
ことになると考えます。

66
３(3)想定来
場者 (P13)

想定来場者について、なでしこ広場ははだのスポーツビレッジ
と違って、他市町と隣接しておらず主要幹線道路があるスポー
ツ広場だが、どのような理由で同規模のスポーツ広場としてい
るのか。

E 施設規模から同規模と想定しています。

67
３(3)想定来
場者 (P13)

全世代を対象ですが、高齢者向けにはどのような想定がありま
すでしょうか。

E
高齢者向けには、パークゴルフのほか、グラウ
ンドゴルフやターゲットバードゴルフなどでの
利用を検討しています。
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68
３(4)交通
(P14)

交通手段の検討がこれからの中で、シャトルバスを走らせるに
は、市道平沢１号線の道路規格は十分なのか。また、駐輪場も
整備するということは自転車で来場する人も想定しているよう
だが、市道平沢１号線には自転車通行帯などもない。これか
ら、秦野市をスポーツと健康でより良い街にしていくにあたっ
て、はだのスポーツビレッジ周辺までのアクセスも十分な環境
にするべきである。

E いただいた御意見は、所管課に共有します。

69
３(4)交通
(P14)

「約４０台の駐車場を整備します。また、最寄りのバス停から
は徒歩で約２０分程であり、利用者の利便性を考慮し、近隣民
間施設との連携による小田急線の駅から施設までのシャトルバ
ス等の交通手段の検討を行います」とあるが、民間の公共交通
に依存するようだが、バス便の本数も少なく、シャトルバスの
検討では現実的でない。「検討」ではなく「推進」ではないか
と思うがどのようか。またその際、どの程度の費用を要するか
を算定しているのか。

E
今後、運営の詳細を検討する中で、課題の一つ
としていく考えですが、運営の状況を見極めた
うえで、検討していきます。

70
３(4)交通
(P14)

はだのスポーツビレッジまでのアクセスはどのように考えてい
るのか。

E
基本的には車での来場を想定しています。ま
た、今後、近隣民間施設との連携によるシャト
ルバス等の検討を行います。

71
３(4)地域と
の連携 (P14)

地域との連携について、従前から井戸があって地権者から被災
時に協力を得るとしているが、具体的にどのような協力を得て
いるのか。また、本施設に関する地域との連携は他にないの
か。

E

被災時に断水する懸念があることから、被災時
の井戸水の使用について、協定を締結していま
す。また、他の災害時に係る協力体制について
も、引き続き検討したいと考えています。
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72

３(5)スポー
ツツーリズム
の拠点として
の運用 (P14)

１４ページに記載されていた、交通のシャトルバスや飲食や物
販の検討はいつからいつまでに行うのか。また、検討の結果で
仮に実施となった場合は、いつから実施する予定か。

E
今後、施設の運営を検討する中で、協議してい
きたいと考えています。

73
４今後のスケ
ジュール
(P15)

令和６年度２０２４年度の予定には事業者の「基本設計」とあ
るが、どのような内容なのか。本市はその内容を把握し市民に
公開すべきと思うが、今後の取り組みはどのようか。

B

基本計画案にて、天然芝多目的グラウンド等の
各エリアの造成や管理棟の建設などに係る基本
設計を実施しており、その内容については、P8
「２　スポーツビレッジ整備計画」にて記載し
ているところです。今後は、着工に向けた実施
設計を行うとともに、令和７年度中にはだのス
ポーツビレッジの整備を行う予定です。

74
４今後のスケ
ジュール
(P15)

整備費、維持管理費、収支計画を示していただきたい。 E

市は、はだのスポーツビレッジの開発上必要な
事業区域外の整備として、市道１号線から施設
までの道路の拡幅及び配水管の敷設を行い、総
事業費として、概ね7千万円と試算していま
す。
また、事業区域内の整備は、湘南ベルマーレス
ポーツクラブにて行い、イニシャルコスト及び
ランニングコストがかからないスキームで進め
ており、市は、国、県等の補助金や企業版ふる
さと納税制度の活用について、支援・協力する
こととしています。
収支計画については、今後指定管理者において
検討、作成されることとなります。
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75

５参考資料３
はだのスポー
ツビレッジの
整備に向けた
協定(案)
(P21)

第１０条 ビレッジの供用開始後、施設の維持管理における修繕
の必要が生じた場合は、大規模な修繕については甲の負担を原
則とする。 ２ 甲が負担する経費については、予算の範囲内で
行う」とあるが、施設内にある付帯設備は２００㎡以下で、本
市の公共施設保全計画の対象外になっている。しかし基本的な
「大規模な修繕」の内容や規模も定かでないので、明確に具体
を示すべきであると思うがどうか。
また例えばカルチャーパークなどのような公園でも付帯設備の
有無に関わらず、そのスペースは本市の公共施設再配置計画の
対象になっている。今回の協定案は全く異なる性質のものであ
るが、悪しき前例にならないよう、公共施設再配置計画の原則
を守るためにも第１０条は削除すべきであると思うがどのよう
か。

E

今後、指定管理者との協議の中で定めていきま
す。
また、はだのスポーツビレッジは、イニシャル
コスト及びランニングコストがかからないス
キームで進めているため、公共施設再配置計画
の対象施設とはなるものの、はだのスポーツビ
レッジを整備することに伴う既存公共施設面積
の削減は要しないことになります。

76

５参考資料３
はだのスポー
ツビレッジの
整備に向けた
協定(案)
(P21)

協定の第１０条にある大規模な修繕の目安は、どの程度か。 E
今後、指定管理者との協議の中で定めていきま
す。

77

５参考資料３
はだのスポー
ツビレッジの
整備に向けた
協定(案)
(P21)

協定の第１０条にある大規模な修繕において、例えば木の伐採
などは市の負担となるのか。

E
木の伐採について、基本的には、修繕ではな
く、維持管理に含まれるものと考えています。

17



№ 該当箇所 御意見・提案等の概要 区分 御意見等に対する考え方

「はだのスポーツビレッジ基本計画案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

78

５参考資料３
はだのスポー
ツビレッジの
整備に向けた
協定(案)
(P21)

協定案の第１０条に大規模な修繕については、原則市の負担と
なっているが、このような取り決めは一般的な取り決めなの
か。

E
本市の公共施設を指定管理しているものは同様
の取り決めをしています。

79 その他全般

渋沢丘陵利活用方針は、小田急４駅の賑わい創出の為の方針と
いう位置づけに過ぎず、本方針の内容を細かく確認すると、賑
わい創出の為のソフト対策に関する方向性を定めており、渋沢
丘陵の土地全体に関する構想や計画ではない。そのような中
で、これまでの秦野市議会の本会議や委員会などの会議の場
で、渋沢丘陵周辺の土地利用に関する検討を進めている旨の発
信があるが、それとの整合は図れているのか。また、現時点
で、渋沢丘陵周辺の土地利用については検討段階であるにも関
わらず、はだのスポーツビレッジという一施設の整備を進めて
も問題ないのか。

B

渋沢丘陵利活用方針は、令和１２年までを方針
期間としており、市総合計画等を上位計画とす
る中で、本計画も含めた他の関連計画と連携を
図りながら、検討を進めているところです。は
だのスポーツビレッジについても、渋沢丘陵利
活用方針で掲げる基本的な方針と合致する施設
であることから、渋沢丘陵一帯の活性化につな
がるスポーツの拠点として整備を進めていま
す。

80 その他全般

令和５年１１月にはだのスポーツビレッジ構想の策定や基本合
意の締結をして、秦野市と湘南ベルマーレスポーツクラブで検
討や調整を進めているようだが、地域住民への説明や意見交換
は行っていないのか。行っている場合は、その内容を記載する
べき。

A
御意見を踏まえ、地元自治会や周辺地権者との
意見交換を行っている旨を追記しました。
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81 その他全般

２ページにも記載されているが、渋沢丘陵一帯は１市３町の境
界にある為、他３町との意見交換やはだのスポーツビレッジの
整備に伴う役割分担を踏まえた書面などを交わしていないの
か。交わしている場合は、その内容を記載するべき。

C
渋沢丘陵一帯の活性化につながる施設として、
他３町には意見交換の場において、情報共有を
行っています。

82 その他全般
「はだのスポーツビレッジの整備に向けた協定」には他３町も
共に締結するべき。

D

はだのスポーツビレッジは、本市が策定した渋
沢丘陵利活用方針を踏まえ、渋沢丘陵にある地
域資源の一つとして、渋沢丘陵一帯の活性化や
にぎわいの創出につながるスポーツの拠点とし
て整備します。
渋沢丘陵活性化に向けた取組みは、１市３町に
よる渋沢丘陵全体の活用に向けた検討の中で整
理されるものと考えています。

83 その他全般
新たな公共施設を整備するにあたって、秦野市公共施設再設置
計画などとの整合性については、どのような考え方の下で問題
ないとしているのか。

E

はだのスポーツビレッジは、イニシャルコスト
及びランニングコストがかからないスキームで
進めているため、秦野市公共施設再配置計画の
対象施設とはなるものの、はだのスポーツビ
レッジを整備することに伴う既存公共施設面積
の削減は要しないことになります。

84 その他全般 災害時の本施設の運用体制はどのようか。 E
今後、施設の運営を検討する中で、協議してい
きたいと考えています。
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85 その他全般
はだのスポーツビレッジは秦野市役所曰く、スポーツや健康を
通して周辺地域の発展に繋がる為、協定書や基本合意、各協定
に３町の長も連ねさせるべき。

D

はだのスポーツビレッジは、本市が策定した渋
沢丘陵利活用方針を踏まえ、渋沢丘陵にある地
域資源の一つとして、渋沢丘陵一帯の活性化や
にぎわいの創出につながるスポーツの拠点とし
て整備します。
渋沢丘陵活性化に向けた取組みは、１市３町に
よる渋沢丘陵全体の活用に向けた検討の中で整
理されるものと考えています。

86 その他全般

はだのスポーツビレッジの周辺の土地利用の構想が定まってい
ない中で、今回の整備は時期尚早である事は否めない。また、
はだのスポーツビレッジを、スポーツ関連施設のみに絞ってい
る事も行政機関としてやってはいけない事ではないか。せめて
でも、災害時には避難施設にするなどの位置づけが必要であ
り、その為には隣接の福祉施設や湘南森林霊園、日本バイオ
アッセイ研究センター跡地利用との連携も必要であり、それら
も見越したインフラ整備も必要である。ただ、これらを全部含
めて、はだのスポーツビレッジの整備は時期尚早である。

E

はだのスポーツビレッジは、本市が策定した渋
沢丘陵利活用方針を踏まえ、渋沢丘陵にある地
域資源の一つとして、渋沢丘陵一帯の活性化や
にぎわいの創出につながるスポーツの拠点とし
て整備するものです。

87 その他全般
はだのスポーツビレッジの整備目的として、ウエルネスな暮ら
しの実現ではなく、スポーツと健康な視点からの整備目的を明
確に記載してほしい。

B
３(1)運営の基本的な考え方に記載していま
す。
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88 その他全般
はだのスポーツビレッジの整備効果については、どのように検
証するのか。

E

秦野市総合計画及び秦野市スポーツ推進計画に
位置付けられた施設となりますので、計画の更
新に伴う効果検証を行うとともに、指定管理制
度を導入することから、施設の運営状況等につ
いて、毎年検証を行うこととなります。

89 その他全般
芝の養生期間を考えると、本当に市民が使える施設となるの
か。

E
天然芝の管理については、民間側に多くの実績
があるため、適切な管理、運用がされるものと
考えています。

90 その他全般
渋沢丘陵利活用の計画が定まっていない中で、はだのスポーツ
ビレッジを渋沢丘陵活性化の拠点としているが、進め方の順序
に違和感がある。

E

はだのスポーツビレッジは、渋沢丘陵利活用方
針を踏まえ、はだのスポーツビレッジ構想を策
定したうえで、渋沢丘陵一帯の活性化やにぎわ
いの創出につながるスポーツの拠点として整備
を推進していきます。

91 その他全般
施設利用に当たり、市民は安く利用できるなどの料金設定はあ
るのか。

E
利用料金については、今後、指定管理候補者と
協議していくことになります。

92 その他全般 近隣にある栃窪スポーツ広場との関連性はどうなっているのか。 E
栃窪スポーツ広場は、将来的には、はだのス
ポーツビレッジのサブグラウンドとしての活用
可能性も検討していきます。
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93 その他全般 市のランニングコストはどの程度を見込んでいるのか。 E
基本的には指定管理者の自主運営にて賄うた
め、市のランニングコストの負担はないことを
前提に検討を進めています。

94 その他全般 問題が生じないよう、しっかりと丁寧に進めてもらいたい。 E
これまでも丁寧な説明や手続の確認を行ってき
ており、今後も同様に進めていきたいと考えて
います。

95 その他全般
「特定非営利活動法人湘南ベルマーレスポーツクラブ」と「湘
南ベルマーレスポーツクラブ」が混在しているので表記の統一
をお願いしたい。

A 御意見を踏まえ、表記を統一しました。

96 その他全般 誤字や脱字、字句の統一性がない。 A 御意見を参考に修正しました。
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